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○ゼミナール
RPi複数台設置は学生の管理体験に格好の題材であった。SDカードは小さく、ラベル付けなどが困難で、RPi複数運用では
厄介であることを体験できた。今回はチャック付き袋で管理することを学習した。PXE はDHCP、TFTP、NFS、HTTPなど複
数サービスの合成であるから、複数計算機でのサービス分担や統合に配慮するきっかけとなった。
○授業（本科「コンピュータハードウェアII」)
今回導入した RPiの一部をコンピュータアーキテクチャARMv4のアセンブラ学習の演習環境として利用した。教科書に登
場するアセンブラ命令が実際に動作する環境を提供することで、生徒の理解向上と作成意欲を促進した。

 研究実績の概要
　最初に、多数のRaspberry Pi （以下、RPi）を購入・設置し、マイクロSDカード管理の煩雑さを確認し
た。SDカード管理の除去・軽減がRPiクラスタの導入や管理を容易にする大きな鍵であることを確認できた。
なお、世界的半導体不足の影響か調達が難航したことを付け加えておく。設置場所の調整などを鑑みて複数
回に分けて購入する予定であったが、一回しか購入できなかった。思うように整備できなかったものの、あ
る一定の実験はできたものと考えている。
　次に導入容易にする技術としてPXEをRPiに適用する実験を実施した。PXEを導入することでRPiクラスタの
より高速、かつ有機的に管理できる可能性を見出した。PXEを用いることで、従来のインテルアーキテクチャ
の計算機クラスタに比類する起動能力を持つ。そして、OS切替起動やOS自動インストールなどの機構の実現
につながる。今後はそれらの機構の実現に取り組む。
　研究成果として、最初にPXEなしのクラスタの設計を研究会予稿として対外発表した。令和5年度にはPXEを
含めたクラスタに関する対外発表を行う予定である。
　今回導入した機材の一部はゼミナールや授業でも演習環境として利用した（「その他」に記述）。学生の
教育や研究に貢献した。産技高専では RPiを用いた多数の実験施設・設備を擁するため、この研究成果は他
の同種の施設・設備に応用できる。将来的には他の教育機関・研究組織にも応用できると期待する。
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